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図 1 システム利用イメージ

























































2. 2. 1 植物推薦に用いる属性
以下で，表 1 の各属性について説明を行う．


























































2. 2. 2 各属性値の取得方法
次に，各属性値をどのようにして取得するかについ
て述べる．




















( d ) 植裁適期の取得
植裁適期の属性値取得には，Androidに用意されて
いる Calendar クラスを用いた．Calendar クラスを
使用して現在の月を取得し，これを属性値として利用
する．















































Fig. 2 Example of decision tree.
表 2 推薦可能な植物（一部）とその属性値
Table 2 Recommended plants (part) and their attributes.
植 物 名 (a) 植裁空間 (b) 生育照度 (lux) (c) 生育温度 (◦C) (d) 植裁適期（月） (e) 植裁可能地域
アグラオネマ 屋内 200～1000 10～30 5～7 –
ドラセナ 屋内 1000～3000 10～30 5～9 –
カラテア 屋内 600～1000 15～30 6～7 –
ヤマボウシ 屋外 3000～10000 15～25 2～3，11～12 東北～沖縄
クリスマスローズ 屋外 ～3000 0～18 5～6，10 北海道～九州


























Fig. 3 Marker for this system.
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表 3 テスト環境
Table 3 Test setting.
(a) 植裁空間 (b) 生育照度 (lux) (c) 生育温度 (◦C) (d) 植裁適期（月） (e) 植裁可能地域
屋内 320 19.45～23.5 8 関東
図 4 システム構成図
Fig. 4 System architecture.
3. 植物推薦システムの実験・評価




図 5 はシステムの動作フローである．また，図 6，














Fig. 5 System workﬂow.
図 6 照 度 計 測
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図 7 照度計測結果
Fig. 7 Result of sunlight measurement.
図 8 マーカー読込み
Fig. 8 Marker reading.
図 9 CG 表 示







図 10 別距離別角度からの CG 表示
Fig. 10 CG view from diﬀerent angle and distance.
図 11 アンケート結果（一部）
Fig. 11 Result of questionnaire (part).
表 4 10 分割交差検定法による精度評価
Table 4 Accuracy evaluation by 10-fold Cross-
validation.
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